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 要  旨 
本研究は，河川における水流の現象について数理的・数値的に解析することを目的とする．河
川における治水対策等の検討では，環境変化や土壌変化で土地資源の配分が変わり，土地利用の
変化が起こると，流出との応答関係も変わるので，その影響評価が重要である．しかも河川の水
流現象の複雑な流れに対しても未だ研究すべき課題が残っている．これらの問題点を解決する為
には，対象とする地形の特徴や河川を構成する河道の特徴に適した雨量・流量・水位の観測デー
タを基とした，現況再現や予測計算を行う必要がある．その為の解析手段として流域に降った雨
から河川流量を推定する流出解析を用いる． 
流出解析は，降雨量から中間流や地下水流の損失雨量を引いて求める有効降雨の計算，求めた
有効雨量から対象とする流域の流出量を求める降雨流出計算，さらに求めた流出量を連続式の横
流入量として与えて河道の流れをシミュレーションする河道解析の３つの計算部分から成る．降
雨流出計算は準線形貯留型モデルを用い，河道解析は１次元の不定流解析を，粘性項の基礎方程
式であるナヴィエ・ストークス方程式を１次元化した方程式に差分を適用した数値計算で行った．
この流出解析を，実際の１級河川へ適用して，平成3年度と昭和58年度の2つの洪水降雨を用いて
数値実験した．数値実験では，はじめに，流出量を降雨量で割った流出率，下流端の総流出高，
ピーク流量等を計算して，降雨を地表で受け止める能力を表す飽和雨量を決定した．次に，決定
した飽和雨量を用いて再度数値計算し，水位観測所で観測された実測と照合して評価を行なった． 
実験結果では，モデルの断面特性の特徴も良く現れ，ピーク流量も一致し，流域の雨水が流域
下流端に伝播する時間である洪水到達時間の遅れもなく，急傾斜の為，河道からの氾濫があって
も湛水（水をたたえること）しないで流出してしまう様子が良くあらわれていた．さらに観測所
水位では実測水位とシミュレーション値との格差も制限内に入る良い結果が得られた．また支川
を追加したモデルでは，支川の流入量が時間と共に本川へ入ってきて流出するが，再度本川の流
量が増加してゆく様子がわかった． 
本研究では，実用に応用可能な流出解析が出来たと考える．しかし，これは流下方向だけの流
れを取り扱う流路が急勾配な斜面モデルには適しているが，浸水の被害が出る大洪水や平坦地で
は，流出解析では無く，河道と氾濫原（洪水時に河道から氾濫する範囲にある平野部分をいう）
を含む一体モデルで水面勾配を考慮した氾濫解析を行う必要がある事がわかった． 
氾濫流の流れや問題となる流量変化点の流れ等はさらに，層流から乱流に遷移するので，河道
解析として，非定常流乱流解析（ ε−k ）モデルを河川へ適用させて一歩進んだより高精度な流
出計算を実現する事が今後の課題である． 
 
